
［回答者数：５７名］

１．ボッチャ体験教室は，楽しかったですか？
楽しかった 40名 70.2%
どちらかといえば楽しかった 16名 28.1%
楽しくなかった 0名 0.0%
回答なし 1名 1.8%

３．ボッチャ体験教室で，楽しかったのはどれですか？（いくつ選んでもＯＫです）
加藤さんのお話 24名 42.1%
ボッチャ体験 47名 82.5%
加藤さんとのボッチャ対戦 21名 36.8%
回答なし 1名 1.8%

５．ボッチャ体験教室に参加して，障がいのある人に対する気持ちは変わりましたか？
はい 50名 87.7%
いいえ 5名 8.8%
回答なし 2名 3.5%

６．５で「はい」と答えた人に質問します。障がいのある人に対してどのような気持ちを
　　持つようになりましたか？（いくつ選んでもＯＫです）

障がいのある人を差別してはい
けない 44名 77.2%
障がいのある人とコミュニケー
ションをとりたい 11名 19.3%
障がいのある人が困っていたら
助けたい 33名 57.9%
障がいのある人を含めて相手の
ことを考えて行動したい 31名 54.4%

その他 0名 0.0%

参加したい 28名 49.1%
どちらかといえば参加したい 25名 43.9%
参加したくない 3名 5.3%
回答なし 1名 1.8%
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７．また，ボッチャ体験教室に参加したいですか？
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※以下，回答内容は原文のままです。 

（児童用） 

２．１で「楽しくなかった」と答えた人に質問します。楽しくなかったところは何でしたか？ 

（※「楽しくなかった」と答えた人が０名のため，回答なし） 

 

 

４．加藤さんのお話の中で，心に残ったことを教えてください。 

 みんなちがってみんないい。 

 どんなしょうがいがあっても、1％の可能性があるかぎりちょうせんする？みたいな言葉です。 

 あきらめないこと。 

 「あきらめずつづけた」と言うところが心に残りました。 

 1％の可能性があるかぎりちょうせんし続けるという言葉が心にひびきました。 

 夢の 10 か条がとても心に残っている。 

 「あきらめたらそこで終わり」 

 1％のかのうせいがあるかぎりやる。 

 あきらめないでがんばるところが心に残りました。 

自分がイケメンだと思ったところも心に残りました。 

 あきらめずにがんばるという加藤さんの気持ちが心に残っている。 

 1％のかのうせいがあれば挑戦。 

 大学にはいってもてたいと言ったこと。 

しょうがい者も出来るスポーツがあること。 

 がんばれば夢はかなう。 

 昔より今のほうがイケメンでしょ？ 

 1％の可能性を信じていることがすごいと思いました。 

 電車のゆうせんせきの話し。 

1％の可能性。 

 きちんとおもしろそうにいってくれたこと。 

 1％のかのうせいがあればちょうせんするつよさ 

 1％の可能性があるならちょうせんするということば。 

 あきらめない心がすごいなあと思った。 

 大会で何度もゆう勝しているのに初のころは一回で落ちていった。けどあきらめてないこと。 

 1％の可能性があればいい。 

 びょうき（しょうがい）でもあきらめないことが大切だと心に残りました。 

 優先席をあけてくれなくてかなしかったこと。 

 前むきだなと思った。 

 しゃべっているかわかりにくかったけど、加藤さんのきもちがわかった。 

 1％のかのうせいがあるならちょうせんする。 

 今の方が顔がイケメンだと思います。 

 1％の可能性があればちょう戦する。 



 

 障がいがあっても夢はかなえられるというお話。 

 1％の可能性があれば挑戦する。 

 障がいのある人でもあきらめない気持ちがあればできないことはないのが分りました。 

 障がいのある人もすごくおもしろかった。 

 障がいがあるのにがんばって話そうとしていたこと。 

 1％の可能性があればあきらめない。 

 がんばって話していたこと。 

 かんたんそうで、むずく、できないことや初めてしれたこと。 

 1％の可能性があればできる。 

 「高校のとき、かのじょができた」というので、やはり人がいい人がかのじょ（かれし）をもつんだと思

った。 

 大学でかのじょをつくろうとしていたこと。 

 「1％の可能性があれば挑戦する」という言葉。 

 障がいがあってなにっていうの。 

 しょうがいがある人でも楽しくできる。 

 1％のかのうせいがある限り、どんな障がいがあってもちょうせんする、あきらめない。 

 自分のことをイケメンとわらっていたこと。 

 挑戦して、それを実現したこと。 

 障がいの人でもなんでもできるということ。 

 「1％のかのうせいをしんじて」 

 あきらめない。 

 何かの障がいがあってもすべてのりこえようと思いました。 

 1％のかくりつでもあきらめない心。 

 

 

８．７で「参加したくない」と答えた人に質問します。その理由は何ですか？ 

 とくになし 

 興味ないから 

 加藤さんの話をもう少し短くして，ボッチャ体験を長くしたほうがいいと思います。 

 

 

自由に感想を書いてね 

 とても楽しかったです。 

 ボッチャはとても楽しかったです。加藤さんは3球で、私たちが10級だったのに加藤さんがかって、

すごいなと思いました。 

これからもがんばってほしいです。 

 ボールをよけるのがうまかった。 

 ボッチャができて良かったです。とても楽しかったです。 

 加藤さんのお話をきけてよかったです。 



 

 ボッチャの対戦の時、めちゃくちゃきんちょうした。 

 障がある人の気持ちを知れて良かった。 

 とても楽しかった。 

 ボッチャはとても楽しいけど、むずかしいところもあったのでとても楽しかったです。 

 初めてボッチャをして、ボールをころがして、はずしてしまうことがありました。でも、ちかくにできた

時はとても楽しかったです。またやりたいと思います。 

 障がいがあってもがんばっていた。 

 加藤さんの話もおもしろかったし、ボッチャも楽しかった。 

 ボッチャはすごくたのしかったです。加藤さんのお話しもたのしかったです。 

 加藤さんの言葉が胸にひびいた。 

 自分の障がいにまけずに頑張ってください‼ 

 ボッチャのことをもっと知りたいと思った。 

 障がいの人が困っていたら全体たすけたいです。 

 とてもむずかしかったけどたのしかったです。 

 ボッチャを始めてやったけどうまくいってよかったです、 

 ボッチャ体験が楽しかったのでまたやりたいと思った。 

 1vs1 で戦いたい。（ボッチャで） 

 楽しかったです。 

 ボッチャがだれでもできて、おもしろかった。 

 たのしかったのでまたやりたいです。 

 楽しかった。障がい者の気持ちがわかった。 

 力のかげんがゲームではしにくかった。 

 ボッチャがとてもおもしろかった。 

 かんたんだったので楽しくあそべた。 

 すごく楽しかったから、またボッチャにさんかしたい。 

 2 組がすごく強かった。 

 加藤さんがすごかった。 

 ボッチャを学校でもやりたいと思った。 

 とっても楽しかったです。 

 とても楽しかったです。 

 またいつかボッチャをやりたいです。 

 ふつうの球ぎとはちがう楽しみ方があった。 

 障がいがある人でも、みんなと同じ気持ちを持っているんだと思いました。 

 ボッチャが楽しかった。 

 加藤さんがすごくうまくてびっくりしました。 

 加藤さんはとてもつよかった。 

 やったことのないスポーツだったので楽しかった。 

 ふこうへいがないことがわかった。 

 楽しかった。 



 

 友達と気軽に遊べてもりあがると思った。 

 たのしかったです。 

 とてもたのしかったです。加藤さんの白いボールへの命中率にはおどろきました。 

 ボッチャがむずかしいのにうまいと思った。 

 ボッチャは楽しかった。 

 初めてボッチャを体験した。楽しいと思った。 

 ボッチャが楽しかった。加藤さんがすごいと思った。 

 ボッチャ体験が楽しかった。 

 ボッチャは楽しかった。 

 むずかしかった‼ 

 もともと障がい者の人のことを助けたことがあるのでこれからも助けてあげたい。 

 おなかがいたくて参加できなかったけど、加藤さんの話がおもしろかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


